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l.は じめに

作物中の重金属含量は食品の安全・安心の面から関心の高いことである。作物中の重金属含

量を土壌の特性から予測できるならば、土壌管理や栽培管理上非常に有用な知見をあたえるこ

とになる。そのため、土壌の特性 と作物中の重金属含量の関係については、さまざまな研究が

なされている。そのような成果をもとに、GISに より作物の重金属含量予測マ ップを作成する

ことは可能である。GISは かなリー般化 したとはいえ、その手続きはかなり煩雑である。そこ

で、図化のためのマニュアルを作成 した。

基盤 となる土壌特性 と作物中の重金属の関係は、菅原 ら (2005)の カ ドミウム汚染 リスクの

ゾーニング手法である。 リスク予測式をもとに、農耕地土壌図を使つて農耕地のゾーニングマ

ップを作成する。

2.必要とするデータ

農耕地土壌図 :日 本土壌協会より販売されている農耕地土壌図を用いる。農耕地土壌図には、

ポリゴンとメッシュ形式があるが、本マニュアルではポリゴン形式の土壌図を利用した。

地形図 :ゾーニングマップの背景として、国土地理院から発行されている数値地図 50000を

利用する。

土壌特性値 :こ こでは土壌統を基準に主題図を作成するので、土壌統別の特性値が必要であ

る。カ ドミウム汚染 リスクのゾーニングに必要な土壌特性値は、0.lM塩酸抽出カ ドミウム、

リン酸吸収係数とpH(H20)で ある。

ゾーニング式 :菅原ら (2005)は 、ダイズ子実のカ ドミウム含量と土壌特性の関係を調べ、

土壌群別の重回帰式を求め、土壌群別にカ ドミウム汚染リスクを低、中、高の 3つの水準に分

級することを提案している。この提案に従い、表 1に示した重回帰式と水準から土壌別のリス

表1 土壌群別カドミウム汚染リスクゾーニング

土壌群    予測式 汚染リスク水準 (y)
一^H:   …―ヽ             低    中    高
褐色森林土、  y=0.49*土壌Cd-0.026*pH+0.17≦ 0.157 0.157～ 0.289 0.289<
黄色土、赤色土

≦0.157  0.157-0.289  0。 289<

乙象レ土   き.00:i繁すす考認FO.0:b033*pH 
―
      ≦0.139  0.139´‐VO.249 0.249<

灰色低地上
    F:3首 *り し

'1'|ナ

亀 :~ 0・
21*pH―
    ≦0.163  0.163´～0.259 0。 259<

グライ土 Log y=1.3*土壌Cd-0.30*pH―

――――― - 0・ 016*リ ン吸
+0.66
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≦0.132  0.132-0.193  0.193<
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クを分級する。提案では分級の具体的な数値は示されていないが、プロジェクト推進会議など

で出された値を参考に、暫定的な値を表に示した。

3.土壌のランク付け
土壌特性値とゾーニング式から、表 2に示すようなフィール ド構造をもつデータベーステー

ブルを作成する。分級は,表 1に示した土壌群ごとに異なる重回帰式と水準から得ることがで
きる。この表は、土壌統別のリスク水準を示している。目的の地域とか図幅別にこの表を作成

することで、目的の場所ごとのリスク水準を表現できる。

表2 ゾーニングのためのデータベーステーブル

土壌統 :農耕地土壌の分類第 2次案改訂版1)に よる

土壌群 :同上

土壌カ ドミウム :o.lM HCl抽 出法,mg/kg

pH(H20)

リン酸吸収係数

汚染リスク水準 :表 1の予測式による

4.作図
以上のデータをもとに、GISに よリゾーニングマップを作成する。地形図の緯度経度を合
わせ、農耕地土壌図を重ねて表示する。農耕地土壌図の属性データの土壌統と土壌汚染 リクク

水準をリンクして、その水準で色分けする。その具体的な作業は、GISソ フトの種類によつて

異なる。そこで、比較的広く使われている市販のソフトである ArcVicwと MaplnfOに ついて、

詳細なマニュアルを作成した。そのマニュアルは Wcbサイ ト (http://soilgcjOb.affrc.gojp/)で
閲覧可能である。

このマニュアルでは、土壌統別の汚染 リスク水準のデータベーステーブルができていること

を前提に作成されている。また、地形図、土壌図は、土壌保全事業で作成された土壌図更新の

ためのデータを活用することが前提になつているが、市販のデータでも同様な手順である。
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